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*ステンレス生産技術部 ステンレス圧延技術室 

ステンレス形鋼圧延生産能力増強とIoT基盤構築

佐川 剛史* 太田 竜輔* 前田 貴雄* 及川 源太*

１．はじめに

当社創業の地である刈谷工場で国内初の熱間圧延ステン

レスアングルを生産して以来、多種多様な鋼種・形状・寸法

レパートリーの充実化により、当社のステンレス形鋼の国

内シェアは70%以上を占めている。 

 一方、高度経済成長期に集中的に整備された道路・橋梁・

ダム・水門・水道・公共施設などは続々と維持更新のタイミ

ングを迎え、いわゆるインフラクライシスが目前に迫って

いる。 

この問題を解決する素材として耐久性に優れるステンレ

ス鋼のニーズは一層高まっており、良品廉価な鋼材を供給

し続け、安全・安心なサステナブル社会の実現に貢献してい

く事は当社のミッションである。そこで今回、知多１棒鋼圧

延工場の増強工事を実施した。 

本報では、その内容について紹介する。 

２．取組みの背景

当社は2030年ビジョンに基づく成長戦略として、インフ

ラ更新等によるステンレス鋼材の需要増に備え、製鋼、圧延、

精整の順で生産能力増強をステップ展開(図１)し進めてい

る。本取組みはステップ2となる圧延工程の能力増である。 

図１ ステンレス鋼の製造プロセス改革ステップ展開 

当社のステンレス形鋼は、知多１棒鋼圧延工場(以下、知

多1棒鋼工場)と刈谷第1形鋼圧延工場(以下、刈谷1形工

場)にて圧延しており、圧延サイズにより棲み分けして、知

多1棒鋼工場では小形サイズ、刈谷1形工場では中形サイ

ズとなっている。これら2つの形鋼圧延工場にて2030年ビ

ジョンの計画生産量に対応するには、刈谷 1 形工場が生産

能力不足となることが課題であった。そこで知多１棒鋼工

場に刈谷 1 形工場で生産していた等辺アングル、フラット

バーの一部サイズ(表１)を生産移管し、生産負荷の最適配

分により生産能力向上を実現した。 

一方、知多１棒鋼工場はオペレーターの経験値に依存す

る作業が多数存在していた。今後、熟練者の定年退職による

技術継承問題の解決、多様化する人材活用のためには、経験

値に依存する作業からの脱却が必要であった。そこで、生産

可能寸法拡大工事をトリガーとして、IoTを活用したつくり

の可視化・最適化を実現するモノづくり改革にも取り組む

こととした。 

上記背景より、以下2点について報告する。 

1）知多１棒鋼工場生産可能寸法拡大 

2）IoT基盤構築によるモノづくり改革 

表１ 知多1棒鋼工場ステンレス形鋼生産可能寸法 

３．仕様・コンセプト

３．１ 知多1棒鋼工場生産可能寸法拡大 

今回の増強工事によりフラットバーは最大幅が80mm→

100mm、等辺アングルは最大辺長さが50mm→65mmに寸法拡

大することができた。 

事前検討においては、有限要素法解析を用いて各圧延機

の加工形状や圧延機への負荷を検討し、狙いとする寸法拡

大に必要な設備増強範囲を絞り込んだ。従来よりも寸法の

大きな製品を圧延するためには母材の大型化、加工荷重の

増加、加工回数の増加などが必要となる。生産可能寸法拡

大のために今回導入、改造した設備について以下に示す。 
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